
もう一度、楽器に触れる喜びを。



01 Problem

好きで始めた楽器 … いつの間にかやめてしまった経験はありませんか？
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02 Research & Insight

インタビューから見えてきた流れ

好きな曲を目標に始める

弾けているのかわからない

自然と触らなくなる

最初の目標が大きくて


途中の成長に気づきにくい
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03 Solution & Value

Step 1
「できない」を「できる」に切り分ける

曲を、弾ける単位まで小さく分解する

曲
さらに分解

リズム
コード

メロディ

大きすぎる目標を「弾けるサイズ」まで分解して 

小さな「成功体験」を積み重ねる。

Step 2
「できる」が積み重なる練習に変わる

小さな練習を重ねて、少しずつ達成を増やす

Step 3
いつの間にか、この曲が弾けていた

今の練習が、曲のどこにつながるかわかる

リズム
コード
メロディ

イントロ Aメロ Bメロ

Step 4
見えなかった成長が、見えてくる

できたことが記録され、成長として残る

Before

練習 成長が見えにくい 練習終了

After

練習 成長が見えてくる 練習継続
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04 UX Design 

Step 1

「できない」を「できる」に切り分ける。

練習選択画面

フレーズごとに分解

リズム、コード、メロディに
分けて、大きな目標を小さな
単位まで分解する

さらに小さく分解

小さな練習だから、気軽に

取り組める

Step 2

「できる」が積み重なる練習に変わる。

練習画面

わかりやすい小さな練習

リズム、コード、メロディに
分かれた小さな練習だから、

無理なく取り組める

弾けるたびに積み重なる

弾けるたびにタネが貯まり、
できた実感が積み重なる

Next
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04 UX Design 

Step 3

いつのまにか、この曲が弾けていた。

リザルト画面

この練習が曲につながる

今弾いたリズムが、

曲のどこで使われているのか
わかる

弾けた場所をすぐ聴ける

今弾いたリズムを、曲の中で
確かめられる

Step 4

見えなかった成長が、見えてくる。

達成画面

小さな成功が見える

できたことが記録され、

前に進んでいる実感になる



05 Ecosystem Map

ヒケタネから、音楽の輪が広がっていく。
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06 Summary

ヒケタネで  もう一度  楽器のある日常を。
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もう一度、楽器に触れる喜びを。



07 Other

Prototype Link
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https://www.figma.com/proto/T0SnpcN0Z5jBXUxMVHKKgQ/%E3%83%92%E3%82%B1%E3%82%BF%E3%83%8D?node-id=437-4000&viewport=685%2C314%2C0.28&t=T6pnEisZOigLAFk1-0&scaling=scale-down&content-scaling=fixed&starting-point-node-id=437%3A4000

